
令和２年２月２４日（月）～令和２年３月１日（日）〔令和２年第９週〕の感染症発生状況 

第９週で定点当たり患者報告数の多かった疾病は、1)インフルエンザ 2)感染性胃腸炎 3)Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎でした。 

インフルエンザの定点当たり患者報告数は６．６９人と前週（６．８７人）から横ばいで、例年並みのレベルで推移しています。 

感染性胃腸炎の定点当たり患者報告数は４．３５人と前週（６．２４人）から減少し、例年より低いレベルで推移しています。 

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎の定点当たり患者報告数は３．４３人と前週（５．１１人）から横ばいで、例年並みのレベルで推移しています。 

【感染症発生動向調査事業から】 
   
     

  

 

 
    

   

 

 

  

  

     

   

  

 
     

        

       

今、何の病気が流行しているか！

第９週報告数第２位 

第９週報告数第１位 新型コロナウイルス感染症の感染拡大を防ぎましょう！ 

現在、全国各地で新型コロナウイルス感染症の報告が相次いでいます。屋内

の閉鎖的な空間では、一人の感染者が複数の人に感染させた事例も報告されて

います。患者の集団（クラスター）が次のクラスターを生むことで感染拡大を

招くことから、感染の連鎖を断つことが重要です。 
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● 症状の軽い人からの感染拡大  
  症状の軽い人が、気が付かないうちに感染 

を拡げている可能性があります。  
 ※若年層は重症化するリスクが低く、高齢者や基礎疾患 

（糖尿病、心不全、慢性呼吸器疾患など）のある方は 
重症化するリスクが高いとされています。  

● 一定条件を満たす場所からの感染拡大  
  風通しの悪い空間や人が至近距離で会話す 

る環境は感染リスクが高いとされています。

人が集まる風通しが悪い場所に
集団で集まることは避けましょう！ 

感染拡大防止対策 感染リスクが高い環境、行動について 
一定時間話す

換気が悪い室内 手を伸ばせば触れる距離 

閉鎖空間での食事会 

 症状のない方が、屋外での活動、人との接
触が少ない活動（散歩、ジョギングなど）、
手を伸ばして相手に届かない程度の距離
をとって会話することなどは感染リスク
が低いといわれています。 

あなたの行動が多くの人々の 
重症化を食い止め、命を救います！ 

※国内で集団事例の発生がみられた場所の例 
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